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揚力を積極的に利用するバルートの形状最適化に関する研究 
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本実験では，変形したバルートの姿勢安定性の評価試験と，非対称形状の膜面飛行体の空力特性評価試験を行っ

た．変形したバルートについては、宇宙機先端から発生する衝撃波の外側にバルートが収まれば，変形によらず，

バルートの位置および姿勢が安定することを確認できた．非対称形状膜面飛行体については，鈍頭円錐を斜めにカ

ットすることにより飛行体形状が非対称となり，十分大きな揚抗比を確保できることが明らかとなった． 

図 1：非対称形状膜面飛行体模型まわりの衝撃波形状 
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